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昭和48年1月13日第3種郵便物認可

昭和59年g月10日発行(毎月10日)

全軍謬原頼友の会北斗遭文辞

いちばんはLJGS/

支部総合
沃凝着反省

三溝勅葬紅を

合計を夜
話動方針

予算案
勝原病愚者の覇束について

(

イ楓く煮理事E :さく　　　9-/9

交流合.飾受給L'nL､て　23-2年

まとわにがえ.て　　　　　　25-2?

はじめての諾上乗卦を終えて　　30-5/

晩熟簸演金　　　　　　　　　3 2 -36

TTL)ンパ球て席舵･蜘清澄

解明についTJ

兜ELだより　　　　　　　　　　　37-3g

ねたよりコーナー　　　　　　　3?～y/

事務昂からのみ突ロら也　　　　　q2-45
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６月2a. 3曰両曰にわし回　才目回全国膠扇高友励会

北海子対陣腿宍と交流会がづじ斜癩病センタベお降市中央

ご朔牟良て)川呟議室にお四昨伴了し牝丿出席考訂名)

　

釧銘寸價(菓穴函蔀バ物上芦別、苫小牧なヽど北海頌:

ｏほぼ七夜がら犬員の方々が茸べれ了こ。

　

小秀句旧皆司剣こよ巾詔年度火祭轍告｡活動報告､会計

　

ｅ

監査報告に統しづづ貿竣の活動診ト宍検討されｊした。

　

バ下丿邦告丿リノま寸．

　　　　　　

p豺口押耳茂役員の紹介

（亘阻)

　

小寿子明

　

才原市白石ご

[垂膳]謳)教釧道子

　　

‥=叫己旅鍛白/、翻北海道難病や芦内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ぐｏ/バタ/2)3233
（崖)蔓)

　

三石礼子

　　

･・南区

〈芦区担当〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

(廼亘Ｄ

　

小¬杉か好甘柿

　

地区

（置珍）

　

扇印裕子

　

函館守

燧］言）

　　

す也芯

（

　　

夕巴匹

荒尾みや子

　

帯な市

頻俘､禎子

　

北見市

／
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月召和58年度決算報せ

｣一枚 �6ﾚH���支出 

避牽.締め金 没������管驚讐385-/02 

.::L;合僚 棉�ﾂ�ｩ%Y%R�.絶拷会費 �3/?′000 

i賓餌食贋 奉ﾂ�｢�����全回会&,-Lo金 兩/---Y一 

且旦_蓬｣ 牝�糒(�ｨ�"�HSK象担倉 �/500 

控草果堰象 梯�ﾄﾂﾆ､2迭ﾒ�ま針店債 �/8./02 

】｣互選埋ま遁二一 粕｢ﾒﾘ耳爾��ﾈ爾�番茶萄紫 � 

⊥雅収入 亳rﾃbﾓ�r�脚品質 �/3.360 

前其弓乗数:金 梯�#cR�資料費 �/0,号OC) 

.;辛:.公債内訳 (チ.io.崇xT/33q芸≡2qi..q80oS ･X,孝養収益内訳 (響,iA(:.V豊怒g諾5;g 剏�ﾊ僚 �/7.90(⊃ 
.備品費 � 

鍵_骨 儉L,LLLt0 

車発射8/8,986 

.樫舜磯鞘を 窒�#やﾇ�ｦ飛��
L/研イ摩-余. ��

再溺 汀%�ﾇ�イ��

L新和ン兼頒 �(23g.itとtO 

ヽ凍二で挿u東絃金円款 /29.a/3円 勍会線審 �//8,062 

裏面哀L �/20.378 

/相銀会費 窒��2ﾃ3����

強触 � 
櫛誓貌 �/03,300 

突熊調査賓 ��

斬姫和魂蹄も- 茶4ﾄ｢ﾓで4�2�

磯開i賂 �273306 

蝿鰯 �75.000 
J'Y,;欠細線湛金 汀'����2�

合吉十 梯�332ﾃ����余計l/,333,90′ 
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昭和5g卑属　活動観音

0日Ej　-製l会雄県会

｡T6 ,-/7fj難病逢亀釈総会.

三埋草盆･交流会

o23-Ej　毒の会鏑質会議

026日　合抑ノア実確県会師oj)

030日　女の余媒EJi.会

o/2日　曲解肥正.a;i,祭諸演芸

073日　秀の会澱襲会

｡20日　寿の倉橋摩長泉

D22日　鋼し7財i締ま惰都

C26日　l､ちほんはLJ鏡碑等:薮･'-,I

2bEl　を伺し7£Il一三//

/7日

ド

急膿譜等貧
竃の含綿琢念珠

控竺⊥竺空讐三空

a 6 E]　三如誹卓'TtJ､一･7i,/手琉

ol如　才細壬蜂会,如摘会

｡ 76日　をplしっ実行吾畏友瑚

･〕2柏　十用んL町心材7私行

o:26El　合同し裸行革紺舶@)

っT2Ej　含同レフ布JEl会

OTbP　平ワ日課寄合

｡徹　夜の針路合

･　-; I L::∴.i･.録.･._.

｡ 30.3拍動Ogl郷総合

医療者演倉

I--.I---　J I-



oI･2日幣密教気合

og日　夜の合成県会､

o/g日　子ャり句フLjスマスノ阜ティ

o22日　r-L頻i太,ばhdo,4甥行

02b日　夜の金線疑倉

ll

02日　友升金線凍会議

｡ 3 E]全国鹿一増子舜著名遊動

o′otl協倉魂

/0日　牙閥摩弼医師鷹談会

/2日l友の斜RrL,q合

2踊　れ/F理寧倉

02紬　友の会澱粉

31日　牙5回雛者zIA親
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5苫茸j賓

｡oooo⑲㊨㊧㊨⑮⑥㊤◎㊤⑦o｡｡o｡

口碑樺病の賓即猶に竜寮詰Lm,7京ii牽蔓

盈着差銅臭とLて千鶴1麿贋予か･守りヾら言を濃淡の

遊動r膿める-71,,J')針千畑描き'rこし当/L　　　　　　ノ′､
`てし､yL宰フ千､ ∠､

ーヽ rl

寓牢雄晶｣各ア私逢しノ､ヾ惹さ車cl∴とし-TT L､るb

2)鄭老優の朗東に.7し､て

瑠方窺度患者や＼､革門面色(私健､触i摩)を窄診す

る.I,Jh,I,交通費田舟頑商.

3)勝守席仁網万巻和裁ク堵及

◇6戸‖2E3　医牽講演会､ (薗鯛) 3g,%

◇7月37日　　　イ′　　(私憤)　占3品

◇ /2月/0日　医療魂演余淫殊P5-を射･NJ

y･･)離職垂の行革参加

y～言質の諸勧銀者を革照

S)璃関歓の教/6 (5回菟行)

◇　∫月10日　　No　年7

◇ 7 Fl /0日　　路頭考(総会.藤波会のお知らせ)

◇　9月/0日　　ル(0, Lt9

---一一　∫　--
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二●

くつ/2円/CI日　　N'0.阜9 (医療魂譲合ノ拷集考)

く〇　2Fl l0日　　　No.So

占)地味昔軸cl,檻避

(刺1%把区部食､雅進牢)

ワ) ,会員同意の親睦を回る

奄叶比鼠､遜鯛稗t'It-.弛常-一　冬把己の

詔勅庫私を

a)自己維鼠の動審(/:,A,ンプ一審♂周専売の濁灯を躍る)

の　会慣収入(5-チ.3月芽で/余録数/紺も)

合桑納)＼率　9L/-Q/.

◎　--/tlンプー　杷売上

=/JV二/プー　　23隼本('前等頻/90本)

腎動まろじ碁: β口車′艶ノぐン7Tと､の売上a頒布
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Bb,7和5g年度合計監査解老

荘和諦見射て闘施槻賛病友o･俊i l募逢文部の′余新/色･

摩簿と捌丈箸を照合して醍象の終琴.適正てあるこt一色解ノ

碁枚しまオ8

紹和69_年51円2g-E]

食計啓を　谷口啓子

Ba和59年度　活動方針

1.月和声病の原画究明ヒ治療法の腐立身夏

2.郵費の軌舟二1し.て

(死方荏イ壬/患者が､孔成怨再の尊門病軌こ鞄多才な為)

3　月琴原動湖する知識の普及

(医療講演倉′-乱伐､釧路)

Li　難病産の行孝和ロ

S　魂折紙の発行

占. :杷威詔勅の推進

7　金員同I/jilの親晩を回る

8･,自己財源C7)確確

(シャンプー孝販売U)協刀を得る)

-　7　-



躍如59年度々屠

JJヌーノ入＼ 刪ﾀ出 

盛儀補､助金 塔��ﾃ����革煮牽 �9895Oc) 

金贋 �2������金線賓 剴コ�����

寄付金 �6��4ﾃr�難病連衡 劍�ﾃ�蔬�2��

事業収益 汀�������腰県会牽 剴#bﾃ���ﾓ��

式敷収入 ���甲次′釦薮賓 剴Rﾔ2墜���

前期腐承金 汀#呈��2� 俶){驅�����汀7����ﾂ���

愚者六合 �90.000 

磯.閑解一 �300.000 

蒐邑育成費 �75,000 

‥相談最初 �60.00こ) 

諮豹僚 �2.2g.5-00 

負:担金 �320500 

･維薯-会費 剴2�蔕2薬�

HSK負_担金 剪�6��

維著盛鞭 �85-.000 

薯務名優 剿v�F�2ﾂ�

素贈一食 劍�r��ｸ�ｹe2��

雑費 剪�

合計 梯�3�ﾒ�����令.針 剪�3冰闔｢�����
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魯擁齢･.-麿凍病魚離湖畔'つし､てt三㌦～

･72頴,Y綿駆れ一往,2年田を遡えた,今年グ鷹合は兇賓疎0-､磨る

耗執:_植樹し?'二ヒreLは耳｡

審涯17:風詔二､(/-,,i引-Jfl守れよ/圧してし､為が　上し､うニt'-I

i:離　-,_,私達誘輝薫1窒素が矛､むっ,i/_最JLここ根′し

て㌧ノ,71-,,j-:yT'藁=:,駕名演郡も差沸よ独二,j裸ヒ/うなるのか･そし　●､

･　　　　　･ ･ .　　　･ ･　　　　　一　･･･. :

?輝酢巨をL:i? yJf%釦二百/A道の碓rJして薄さ打か-/''--

今燦承糾いノl机/l_/iコし.､を通して､適齢藁療養者

発展会安藤斡頻者を実施L/往､る市棚1C7'お知らせL障害年金

に-,i Ltては具体的巧J寄倒を蘇せて､巨]命mJB希倉yJPu7し合わせ

て考えてLl,らうことE-jfljまし7-"

伊藤/lt泉理孝にき<

6月2日仕)　　　　　く勧魂30鳥)

夕食を終えr二線.寺庄過り交流会が鰭まL)ました･飴高遠の

･l確建雄代凄埋草のユ-モアを更え7--読,話を開く幼者の素剣

な菜摘が印摩縛でしたQ

I;そ下.イ邦勘で表理事のお拓をご絡什しま寸.

-　?　-



ご●

咋午/oFl29-日　遷粛としては厚生.,67勿めての度LJibみを行

仇ノ､まし7二0,室蘭の度虜倉が.腐生大乱-iEしてし＼た公園繁簡

林への軌答をれ('て行な㌣率7-jjC7) 7すo

その麿の回答は｢礎塚本/(､の医滞衡バ.月2 ,-3万円ガ祈る

f)､Lカとし＼ -Jて　琴屠崩凄//んて為Lj諸ガし＼｡匡輝C7)人逆が受払

-てし､るcTj,-,'-A,;,61塵塚,･丼--･-fr碩軌′, ･7rイ-/e'してFJ ､ √質窮率

か下がるとが生命悌燦する∴{:,i/:1卸雄渾:,rL､.｣ ｢最近､

考勧誘其してさてし､マ_ t旺んどれ八か観て余裕をfJ

って凝らでるように左･イこ0.とし＼うことでしたo

･7tt＼一一人纂らしをしてし＼∠ (/tfbYl　顔低生活倖顔の水葬てL

f'6万円LJがヵ刊鋼∴その8万円を年金でと考えるtl簡単で

はあ汗a:せん.

二の線度軒の逢着倉が奮ったC7)tg､ ＼､ F72-3万円イ立の医

療嚢刷可里, ;JL､ 0年動J充実,こし､う国民の努膚を知ら須ノ＼

贋三吉i-jlしてでLr-"

スキーて足を骨折して.ひヒFlて着ろ場釦ま喪し､てIL_i:ら.

豚符病-b何年て着るとし＼うの,TJL>,尭傾(i 71きると思し＼ますか.

すっと毎月2-- 3万円､それメ上安払hrcLIT拙ゴfc瑞か/＼とし＼

う水洗を､/寄生省はわかってLtZJL.＼のマす｡

厚生省の記者クラブtGn人達に話して乙種･L建)I)ませんてL

T=_.ある記者にtこのことを執ノたC,了そうかもしれL/し､.ど

しう. ,dTせかと解くと､｢新僻己者e)解料は高し､.まLて厚生省
-　/0　-



の紫郎の八達GT席料月井勘透し､o批30-40万和露料ti'ら

2- 3万円,.億こし＼うかむLy(fJL､..とし､う｡基本約聯y7C7,

紫蘇明喜､ ､がa1--'ろ乙′et L-＼ま珠

だがら　考回oT,=r--jのさっ机1こなっT二才紙のようJ二･病

気妄乙つ-(二榊-L>,募らl/てい丁るcW,:-香,:7がY-し､う不安は

今両ヨ本6,,,lil:;告仇上層約二甘全く通じ狛ノ､こし､ 7て鉦､ヒ思

し＼封,ID番組/U斬/が､分ら机､とん､-jt,の/f LよrC,こし､の7私

生活成徽}t違うとし＼う　大きな-静､あゐとし､うニヒか濁＼1

て亨ました｡

こ拙,1天草音節塵.

合t:,して　しっがL)彪強してや酪連Lまこうし､う状況:･なっ

た′二沌らえるのか　巳,ノh/､う状況がatTlえなし＼のか･乙らえる

ようL-AるL-Jまt::うし/T,lらよし､のか㌧とし､うこtlを秀えてし＼が

tfL鶴丸里まtLん0台命産の病気のここLj･物象7号

ら茄1れまだら,a,し＼ので且その為に倉費を仇､･倉倉に出て. ●

倉卯士孝をしてし､ろt=思し､ま寸.

選評.啓蒙軍令まとうし､うろのれ摩強余を節し､て下ごし､｡

そして　不合理卿親し溺L,をし机ナ拙iL.fjらti:し､ヒ思

し､ま且今年年金法改正の年丁のて･.もう透し､C7)がtJtれま

せんがxPら机T畑よ･なら7/し孝て･寸.

私達Lエたくさんの社会保障に囲まれて生きてし､ま1･群劇呆
-　//　-



蜂ヒし＼うのは①医務の探針@生活C7)保障(坐-Bl軍務批･ )

⑤身爾祉法灯ヒをし､し､ます｡ .

病鋸,7j人達日射可があfJtJ､とし､うtl､脚(健保)し訂,

r-r＼/､ようてれ今度､二の席捲が孜正されま宵.孜正ffO)ガで丈

､撃耳のがtl議論を頑ひし自分身撒浩たとし､ -,てし＼三万｡

兄㈱Lま尊習合を爾Llて[:くさん勉8安し　そのさ筑論

の中て･や.っぱL)C,煙たとし＼うことに7fLjJL了∴そL.て拳召

●-
7'-1-Iの己媒てLufL､とし､うここが冷＼って

さまし′T,J

大き楓､含まれてL/.為のてLす牙2紳てL　日本の行政

L ,吊たくさんのムタかあると礎超されました｡ -顔.国民ほ頼

縛をしまL l,LO牙2線網があって:用紀碑があって.ムダが

省かれる｡ニ頼れ､いこt1-1と,誓ってし＼たら､ム91Lよおがまし､

/-,/<て　お金をIiJ]瑠ニt_をし′3ごろようL-Jfl仁お金老弱さなし､

ことがムタJcl粛肝IL,JL､うi乙になLJまLT,"あらゆる出費がお

●さえ細動頭が.軍報の加糖枇tfLj乱7-i譲功L

j但われたC7)が馳せ.乾草rJ観[が日本の希等頒因ヒし辛)

折るようL'jf-7Tこのてす｡

-昨年の常軌ま老人握匿衣を輝示し.その史書を薫二LT二

g専一　ニ拙コ大秀才ニヒL/JJ:っ7二とIe-し､ました.ところが.国会

にかガってtJ.との政党も充分信この間哲を麻乾しませんてし

た.
-　/2　-



みんな/はす齢をとる肌う.若し碑がら賭寮で･し､ると.齢をと

って乙病気L -JcL,鵜､Lr7斉みます　頃フ1イセから成人病の管理

空しよう.その,7-=め仁.新しLt/離御乗法を/つくるとし､うこと

て･ ,磨1,和利を漁ができたれ1て耳.

一一蹄Lg魂勧君をビ′ti,り苫したが.し､ろしゝろ五二との取り

引-:ql -礫か新.て　撒(/ ,,.,_/ど-(7-JTL-I,g恐ま断あるLILg棄権とし＼う

こyJ -Jf,つ7これ持←れ親齢とし､うと.新著牟薦切瑚0円か高し､

ヒ43愛し､とか.入院巨月の30C)鞘ま高Ltとがをし､とかの親鈴
+.

たtTて.したo

法を施行するT,LgLl二は　条例t:,JJ7規則が,たくさん出てさま耳

が.細れ＼頒蝕掴会ての論教承橡L -JcL'ら,-,J751 -;, 7-二のです

5フiTJ2月29日に､厚生大臣が脚釦斉倹屡確悌議動二谷中

L/ました｡それを風丁ノr二審諸会＼甘同日了承しました言:_ rr=p

J日です. 2利己徳行の渚が適庁に属ししたcm打月半ば.逐

EJrT7会が勉強会を軌LIJr=CT, /1j＼用木.而顧寸の担当者!二屈しゾ二の

が2綿i･,､としlう変則韓瑚況て･1.そん机二ま了.して早く●

通し7ヰ身ヒし- /うのか大衡た■･1 7この7･す｡

抑ノ執二組析十アLt,7 70才を超えるt:郷容液状.チ

く出るれ†7･号Qそ拙二気がづしワ二時1頭髪かっ[-07号｡

とうして.泉人備麻衣のことを詔働､とし､うと.穴翫抑吉

原抽鴇か,7ことし. ))ニt'航,1J.7才｡原村し7rA＼っTニとし､うこ

とて.直拍こうし､う網経を出してb.国民月夜打をLTJL､｡友
-　/3　-



:+

対勢力周F執-J卜さし､ヒ.軌J寒気に郁ノ.次に出てさ上のが

願の己史立て司.

周桑本人0日削舜輩の浮動J健保か赤字だ,F叱/e頼ペて

し一意且しかし腐楳甘はっきりと常客7万0赤字fd:創建i俸
Irfl:∴上

礎好甘腐寮tJ/'MvlJ塚田し病気に屯'っ7-こらクビとし､うケ

一一･スが99し､C7)7-すoム務舞の休覇期軌ir.民間より東和二7Jj:･っ

てし､慧且東仁兄髄甘煮の金の運動克､どて慮衝動3腐萩

なあのI/第fiE.を勝碩･1てし､ます.

老人障害看病力ま虞休から鉾外湖.国風二人ってし､

ます0番通の経塚は秀人蕃業主が革セの灸投です外国伴は

41,く-ヒ釘ガ也して虐蛤を経絡L,7_Ltるれ十㌢すo

二の碑釣をJ仰/-/:TL＼ }rJ ｣軌誘え上のて耳,メ制動-JSとう

した局しガ･遁体か`逓殊した人を離して｢-l買覇者磨軒腰｣

を作ろうt:し､うニt:t二五っ7-:_C7)マ乱その賓間を作る7ニ抑二

●健棒机二日路程さ万一ろこt/鳥目うく鮒をあてよ牝

務えたれ†です｡軌掴倖仁お金を出L7こく/+/し､ ､そC7'T二抑こ

し､ろAtJこと_を秀え為､それが是碗客殿寮酔顔て動).そこ

から鰐が11いてさ7二健棒の孜電灯t7)ですA

これだけて成定tJTd工､の7 ､ t)1とし､ろし＼ろ五二ヒを考えて

醜く外C7)む卵ヾ看料仁万

/辛

ってLl<こと.7､1.



病経絡変動7'自己舜親.ビタミン矛｣.カセ素志とt7)脚卜

蕃御覧養費の刷上ヒげ,鉦が動甘木

とん窮熱く､7 a　輝害者-f:-b･生yf L､かな'L l頼.-i/ならTiI,し､ ｡

ところが.生きてし＼くたれこ蕨高の努力をするとし､うここを､

軌3~認めてし＼′畑.Lのて-81.だがら　し､ろLt77/tbのを,fJ'畢化し

てし､く二日-Jl･')と恥/揮L7し､こうとしてし,ゐi-,L十Eす｡ ti

うLてこ,置蘇を受けた_し久甘お金を卦U,･はまLlとし､))自顔許一

席しこ膚を開こうとしてLlるのて守.

日本月　今まて甘っt@保を充実封+I.日本の国民7･抑tIl

ど:AJf,(T,畢草に最高の医務を動丁られる. i/Lltして医療を

乳十ら折勧社会にLiうとしてきまLTこ｡それカ嘩車熟ま,#し

みTJIく出し､国民が生さてし＼くここLT_対して潮音し3+たし､とし､

う方向L二度/(-し-L=3 /1上の-(-I,甘.その現rJ三から大乗ガのて･耳

と､東斗産lま訴えてざまLt∴

老人保線法の西t7)ように｢ T日3CO円位fcL,らttjせませ.とし＼

うそのこ.(/が醗て､L 3,/く.国民の生命ヒ膚摩再手する番え方

が栗),てしまっ7,1し､うことが輝てあL上だろL二､があるY7

号て′す.

今蘭は序打があって引っ込dl,まし7--Vかし直す実権するて･あろ

～,,いうことに卿建私し､かみL)ます今切麟昇は現吻鈴付

とし､ I,て　自己象姫倉たけ安弘し､. 5)とLJ全部保障守衛付され

てし､昔々.たがら　みんmJ財布の甲も如､ら禰俊に行くの
-　/51　-
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7'三と周は考え.それを防<てこのに現金腰産払し､がttiてさたれ†

て耳｡これi. -垂全部窓口てお金を私才1也ようとし､うもので

す｡そうすると医務費(7廟が冷す〔て病院に行くニtlを虜える

の･-i: t粥,･し竹ゝ.医者tl,不必要･/t審まttLvJIくfJるC7)て宜なし､が.

ヒ考えた('升で､す

--見　送L L､ように思hi,ほ耳が　頭寛に医務を晋HてLLる

度盛と奮硯Uニ′羅照であるtlJ@uLt,tます｡

●必ず.窓口て全教を支払わ机7才帰ならも､< rtったら.病院

へ行くことをためらう7 Lよう03,供が足癖(-1㍍jて乙.配布

cn中身を見て憂えてしまう71 Lよう.

私達甘御難臥孝朝憲寮が㌦朝二木切が生す1 t:訴えて

き-a=し7-voこれが遅押こぼかL)に大変だ-J=とし､う/Wt:し､を-み

ん;JLてさました｡そうし＼うニt:r7L-竺超命や〔てさ告私産の

選豪掴.何7--lLっ7二のてLようが｡まさか.そん,ftことはLtfL､

だろうこし､う人がし､ますがr匿す笑壷します｡今軌よし夜如､

●太さ<て引っ込め乏しTが, ′掴大学病院弼虞砲Lてし､<で

しょう｡

p節ロ65卑まてあヒ6乳それまて･に食酢やろうとしています

tlんなに庶巧があっても,園がどうLてるxPLJ7---LlとしてLlる

のLま. fcLl亘か　それゴ_ひヒ1丹†でむ適しておがなし､こ､あ

とが練ダ仇､がら71.逆を言うと.ひとってZ'通した67漉す

滋大がてでます｡全く麿し麻縄でひとつ通すこじは大変て寸が
/6　　-



ひとつ適し7こら　あul,i,しブ/つ過払ま､よし､のて.せ諭旺し'

して,,g対しJ机､た,-.,う乙考えてし､,73のて且

僚動まわすかでt,己受展を許し-/玩.そのあとは大変TdIこヒ

鳥fりませB動象紀/頼って生きてし､L侶よし､の机こし､う時

代本人牛-てきます,そんな肺七L-J弟lげ.鄭繋東宝秀忠も:んて

忍r JJI Jf- ′エ;:Lj7津､吊一ま/す そ町,-･Lj終㌢ト

L7･こし､病気L,/Lて,%前が出ています.なぜかとし､うど･ ,麿襟筋

がこん畑二澄素数が和し､ヒL3-l琶hffかっT二, t:し､うここらLL＼

のです.

患者馳執.病気.露務の効果のて17さ7二滴気合(効果の

あが､LLJJ:､′ ､覇気ガti･が丼象と,なるのてはがし＼かこ思し､ます｡

先薙　年金や窒諸などがこれから大衡ニなるとし､うここを.

お詣L L意したが､ム肇負担別席も燭杵病患者にとって. S卑

先､ lo阜動まどう/cL,る小倉か,らなし､の下す｡ゼⅤ　友の会てこ

i ,1上げガLl畑1-I/+鎚,ffL､ことのひと,'7-=乙原､)､昔ノ乳

生活揮譲の締めっけむ毅L/jd-/ってさてLlますし. 1巳香華審

与勤,iYのLlろし＼ろ7J噛昇輝の軌席もとんとん狙われてきて

し＼ヨ私共東根痴tLtになろうとしてし､ます｡

そうなら机LJ/うに頑蘇ってし､くのLf､患

素食しがなLtヒ思し､粥･.

私甘解掃痢友の′分を作る蕗から. -線こお耳任し＼させてt/

らし､意Lた｡北大病院7:TとLこ行1て. L､ろし､ろfJ選者さんとお
-　/7　-
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詔　tJLました｡

令書ての中て膚1 7こ会員の教はきょう棚括-71は机､て守

れ着し＼入る布く'TL)みんTJ:て控寮の命担がて･きるようL-J/I

I)､大衆よし＼ニヒたヒl写し-ま一れ巧のカをそうし､.う方面E-i向

けて　そして自分連C7)搾来.自分iJE)う軌=合わffL､かt/しメ/し

･　　.･紺･ ･. ･/･ ･'　　　　･三　･ .J

ように頒敦1て/狭い一､el讐し.ます｡

今の余話のあと.次のような栗岡がttlされました.

a　塘定疾,@･見直しの中て･_柵二勝原病が見好として出てし､る

とし､うが.桑相Lまとう/LIc)が.

月　′厚生,/6休担勤ま.そうLtうこt:浮71'し､ヒ言ってし≒ませ.し

かし　虜八席健の府もそうし､うごt:LS//Ltヒ言し､7JIがち　実

施してさてLlま-4-.正式に史書t Lて発表LiLてなしtLイオ･LtlL二

葦席をLてLLるここLlます間違し､tfL､ヒ思しlま1.

何てE,し-し125､,ら,食＼こして頻繁に声を出して欲LL､.国民

朝可む言わす.噺もLJJ:し､勘厚を軒が作ってくれまし7-1や､.

そんな/歴軌ま今まて･にありません.黙〔てし､てLJ.終1たこ

t_tlして止めてし､くL弓矢まってLlすす.とん定理由があって

も　黙ってLlろのは簡嬉し.てす.但し.声を出すにしても､
-　/8　-



その方法やタイ三ンデは難LLザL!J L窄ませんp

良　雄娩着飾臓が一E-きたら,ノ脚親､した,^瑚口入,摘UL,･

が｡

自　認酎･[1人ヒ　神教額が対象ヒ茸汗ます･

更両肘毘してお霧LL鯛と･障各年金-LE漕さilます｡ ●=,

見方を統- Lようしし.う考えガ･らてす｡今乙溺してし､る現据置

が壊し-/:.-/拙まれノ今克て甘よはL/l欝<_射ち仇＼t:/紫綬の引

-A:F什樺止とし,;I,､｣二はZrA,I i)ま-しんてLたがこi仰有紀

んYLlんxf,るt(JL､うことです｡

I-軌.身障争醇f,葦鞭oL引苧下げt:し､う二ヒばありませんて､

し!･-!,;,Tニ折か:調現況帯を離せて･麿選が針先'-,てし半

ら引-57げ.穐比.再ことを呼77うとしてし､書風

今二年飯場経手輝を射てし､る人て･む恥､てきれと思わ　●

折すれ

( ㊨注磯衆保険法改正案は網7日威JE)

-　/1　-



6月3日(日)交流倉　　く劾8着/8名)

咋軌二続き　雲ひとつなし膚空わ痴＼る暴し､-日てした｡

椿治し7･ニ会累マ　難病透の-年間の活動を｣偉めたビデオを兇

7rがら. g蹄と朝食を済ませ　′トキ責部長の司会による交流倉

一に人!/苫し7-"

√● (今回の詮し合いのもとL='JlフT=会員からの争ta7rLす)

槻し､棚過ごし用がn　　義軍
卑し.i)の7　私もSLEと/つき/合し魔めて/03日の春を琉

-+

えましたo

お机†さまて　こニ教勘まプL/Lドニンの畳む妾足し　日揮

生,BLヨ鯉凍/Jt人と全く愛わLj,rtく.発病勤奇　こてtj今のよ

･　. / '､　　. '  ･　:1'  '　P ..

てt).人間の掻みLi尽き灯し､のてすね｡ 1大前にt潤確Z)/)

が/灯がっ7-i-;-Bが今可能しこなっT-AL二､今風JE'｣のJL髭が

′Cから雑木ZJL,､の7′す｡

当然の二と7号が発病空路手摺lLT二私b t'う28代

孝ば乞過さまLた｡

これから長い贈乗.人生を生き抜していLlbT-:ろうが7

20



親を腐りにしてLtLlb碑間そ)あと打すが､私鳥i八て生きて

LrllるV?,てLJ})カう｡ ′椅神的な'面Lf)勿論て守か　牙-仁経

捕鯨ことうや-,て慮らしてい1る(/'77L i･ ,工

蓋し､ケら甘湛水が安定L7し辛朗Ul Lが-傍,]く二と.む7き

る示し半狛∴7己1将東浦′今＼掴7悔し､7,纂ふL7し＼

I r,J,=1がLLっ　　U　二ん-/cT書//Ul,e(釦芸　克上げ7零が/?

塵机二,hfD,･gtl揮て1,C-輝済もて考/I-1と思っ(7日-'す｡今を産

さる蕃7 ,矯い吊utL､CTJ/uI /1",､さんし＼る中て･

てこ,誰に了と′疋甘言崩/檎,～,L;'一葦や甘)I,考え争二心＼ら打

ち㌦ソし/'7才｡

年会＼乙藩足に難軒持す.まとまった貯えも7守るLますか

t=,)考えてfJ　現経て･Ldl,を足し-r-濱らしが-(;,チ/-bl音程

･i'3㌔/>7 ,+cLl-.ノ人/7㌧弓｡

ィ),Jフ毎打続けらi璃｢朝ELJが私達病気を粛/1者

て()妾′LJてさる頭旧7あってL3LLゝ-ヱ巨が

の一-番U)厳し＼ fj:の7一れ

私の/しを′占(始る大:ufJ-F妾､鰐-,米-の盈L祁巧打るて･ L ㌔

雪､…烏.,乳息.普",よ,"!W,, i....,?."1..恩ふ雪､日,/王

-　2/　-
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お琴うござし､ます.

昨日の伊藤懐理事のお話しと会員のひヒL )から各ttら粧こ

首級をbヒ仁∴毒し合し､を雄めて行き昔L cfう.

確かに鍵LL､ニヒヒJeL､ます. 2碕覇位毒して解熱っ縞薪の

ttjる二rJてLJありませんが.紹諭を出･すこt,が昌的てLはな<一

二折がLW糸口を轟せ(/禍､:. B的7-i 0

1㌦_　∴　　_　て∴

芭廃家乙それfJt佃覚捨て度さてさたら_それ以上たっ-7も生

きている.t:し＼う.春永べさ誤算ヒL/＼うこYIL -Jflたれナー7L耳J)､

それて甘　これからと石しょうがとし＼うニヒL-i/りました.

栗定疾患公費舜堰削壌o)見直し今なされcrうれ､う碑L: ･こ

の手紙が属し､て　今回の交流会のテーマL:取り上げる二とL=な

ったのです｡楽聖ヒした十マ7号が.t若し1,会項む増えてきて

し､るのて永遠.勝原病居着の拷確について考えるべき碑でlまfJ

L､てtしょうが.

出席者の中で,確答年金を受給してLlる人が薄れて勿かっ

たようて守｡

とうし､う拝殿であれ1.1､それ二該当するのか.港口ほと･こ

か､ fft･命からtfL､人が軌､ヒ思うの下.磯節観でぶ知らtt

してし､きたし､と考えてし､すす･実動二酵年金を質給してし､

-　22　-



る人両者韓凍供の三協カをお醸し､しま且

今ある通院事象費､犀鼻金の賓翻し厚み'どをむっと訓へて

お知らせしノt柵に使1てもらし＼rlL､ヒ思し'ますo

Hこて年金に(Ltて確叛虜/う利手C71甲で働′象C7,斜粍し＼

う銅＼釦甘7-;,J7'て.いく/1がの覇弛動でて勉強してし.きま

Li･/l.

〈Aさ^･_ )　私甘厚生卑金の慨を年金を更けてし､ます｡障

各年金があるとし､うニt:すら全く知らガf,､-たの

てすが了こまたま-繊ソ､確してし､たん二番LL､

入れ＼て教えてくれ申賭しましたo腎磯紫外啓

かっ7-J7)7L･,簡疎田の荊親て者いてt,らし＼まLた.

雛の掛鳳ま全て甲葛剰7:rのぞ.乙1と勉凍して日動まと･

うし､う静臓の対象=jfるダをよ<知っててさし､.

くBさん)　国民年金珂癖を年金

30才から国民年金を机丁てし､盲L7'二.月覇街宣が､

修f:して.月和田歓7締. (レントゲン東番寸)

歯帯解熟螺綻庚等照無慮起て･軒鞠-Jf- i )乏し

7二..

-　23　-
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勧斗音字寮はその病知嚢回すろことが朗白て･ある甥勧こ

解定疾患の範囲内て･の溜藤が可乾とtJL Jます.

S L Et/tL単独の病名て年金を軌する二tlL礫L L､ヒ/eL､

ますが､突風こぞけてLlる人もいるので.こうLlう撰米だっ

たC7)てbらえましたとし､う事例を.易種物二出して乙らLl.

それこ近し､東光の人か毒検打してし＼き7こし､と思し､ます.

･-●くCさん)親嘩金額雛､っ7このて･､紛柵けtj<7/

っ7こ碑に生活保護がbらえ灯し､がと思し､.相談

に行っ7∴

裡当身と毒してし､るうちに.障客年動て顔当す

るのて･L化し､うここ7･L. 2耳節分や＼ったが質し†ら

れろようL'Jflた｡やEま[).白倉が動かZTJ:L†和ぎl

L､tTTfL-ヒ承t7こ.

-●.親が老くて働朋うちはよいが･ 7-=んだん轟紬とってし､く

じ不をLてなってくろのは当然て寸.何か動瑠抱ヒ思(てtJ.

内卯障害者の訓練所て.すら身障寺崎がなけれゴー､入所てさ,+ll

L､水洗て寸.

やLより､今ある軌風こついてよく知り.利用て･きるものて･

あれゴ糖種軌二行動を起こしてし､<べき7-:ヒ思し､ます.

-.～-･.- .21･ ～--



(蛋, (宣)(香)(ら(杏(彰④

(,丁′ -フ鳥終っ′･7し､る(-,77才j'＼二j,1を酢-):7-Jl′-ししっし､,7-I

っ-/,, , ,_//-,:-考克告; ,I,Jf r苫L fIけノ昔凱ノ照てrl発見で一分ソ雄

そ粋シ-rll ,i･l各て,V,- ′7,',丁′L L読切と二号Lこ/;/るf3,7服-I,Pt.=し､

i　　　　　　　　　･  ･ : .

-71∴7--㌧(E-I Y,rr二L i, ～1 7ノ

狂隊妄ヰ余Itfと㈲裾芸紹一拍7,のを詞<･-7奇癖守る粥

i,)が(何耳まて生き掃/極力分れL万･し､けど)暑＼∴人生

を?,/うし､う-E)C7171_げを薄伸二生きろC7購　人間として耕し/す

ぎr-i/す｡

TtLrjiai軌Llと言1-i i,/任方あ凋せん誹!,願で病気媚著

者t -Jfr否決7月7打.覇気にjd∴,T-J7)L沌･分功奉仕でffL＼

んて∴すが[玩

.I(.　　　　　　･ ･-　･l ･･ .:･J･ ･

妾ヒ言うし-車ど､ ^間が生さてし､<ことLi不安o)連続0-守

心拍べて闇て巧.病八乙礎揮盾t,合dlて､ /今切鬼7--tちを取

･)番し､ている社会欄恥から不確実だとし､うこと7-6. 7豆

病気沖障客を稗-てし､畑土.不をcn躍動拍rlと高し､C,し､う
-　2∫　-
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二とElよる,/i-a T794

挽丘,-7{{;/譲紅くリブA (:-/T7イ二招~-卜十=,ヨン,) 11Jどの

牽力二より,上梓夢を約滴専封頃紬二釦｣右く健康7番能

才む統一を得る二ヒし,'頼攻難LL状況L二釦′侵す｡し,少し

斉身Y/ L I/叩鋸フ折藩件のやてむ　67,分伊漆カ.輔EL-_77l正し

一~ノ二線若竹自工持鉦巧㌻軍勢L Tcr:):瑠rlと私ノ､ヨ:一れ

●冗あ研ガ観しまニ!:鰍鞠的て十かノわんと同

じじかち十7才がoさ,1き色盲ったように　病気('1番回れま

-●

とんと澱本人の有佐てしま,ftL＼ ｡本人自身が病気ブごク)差から.

そC7)ニヒL-ilて起こる破き7f障客(社会醇障害乙含めて)

を自分て虜解し-rf=･し､t=し､う養えしま残酷甘ざますB発病Ii暦

が自分て人生ーを腰へフrL､ EO4'嶺百線の/(媛tまどうすれ乱､し.ん

て､寸がB

ZJうし＼う希え雄めてし､∠ ttl病気cl/i tl健揮者との穀倉

を立別する老えに存L) ､鰯Gl理鯉と希盾すみこYJLてrrfり

すれ身体が嫁牽7-:がらとし＼ってL足り1fL頑強がなし顔じ

xpなし､.患者xt,障害者がそれを補えるニヒもあるL j=1てす.

難病透を去朝ぺる人の動二は　障害年金,fcrどの制度があるこ

とすら知らffL人もLlまIi-｡愚者本人.またJi家蔵が頑疫711

嚢73Gl芽. /6策尽さて､ (こちらカ､らの助言によ-,て)生保や

障害年金7Ifビを要務すみに変っ71-^が汚く.働わYrL､てお金
-　26　-



を乙らうニt_を老直に各3(んi沸してし1机､ことを知J7て

麻､LL､tJ思し､喜弓｡

斑それユよく釦､E)盲した.

置′Aさんの考えLま厳しすぎ針んの考えは少し甘しはうな

哀しむしま一れ飢iLJ同じ患者て･t/ ､それそれおかれてし､ろ

顔嬢にJってこうも彦うe,のtJ:ん7-4-19.友の金のこれまて･の

活動o呼てt.障害年金7℃とにごれまと957くの人が注目したの

は御てのようて耳が･ ･U

●

‡蚕勅言上SLE (全身性エリラマ巨デス)が覇定疾患'iI

債象塵拙家疾病揮砕ヵ､ら亡持され万象さかあることを軌､T--

ダらて･Lよう匝二

置如餌衝軸て124可動て､榊願年金枇碑碓●~

合を開し､たり､磯閑終挽じて細C,tt L柑ったのマ･一すれ

拭ます.病気の稗あ六木竹原困れ頼れ

醇を年金tlL､うのはあを程席身障号俸を無益かかす

にしてLLるたdlに､拝珂額愚7t･あわ聯病は対象ud-I)にく

Lt. S LE赦-Z､L.ます轟ゝ軋1,､7汁とし､1脇っ招:Iつr･::,Ob
一一･一---　27　L一一--



むしれません｡その節めの常軌こけ頒負担制度によりかか

ってい-/てこヒtJ老えられます.I

匡〔 tfbLまとoそれ=してt'今回の交流企て倉か-たことは

卑金受締着がl宅nT二より99がったことて耳Q受給していろ人
･･ : ..　).-.･　. 1.I:　〝･ ､∴‥　-･′

ん巳がr穿けてい為と思ってし＼[1人t/L.まし-/--そ扉､Lゴ/i;

･●　よ1とおt/Lれ＼現象だと思し1掴.

H々うて司れ私たち定着の秋は修香病t-診断で折るtl

L叱んと同時に公債灸担の潜熱二浴し-てさまし7--

私自身1-^いて言えば.るしこうし､う恭順)がfJ祈ったら･お

金のこと/を/Lit乾し-/fL､て産材的L二受給-(I.封,1-:ろうわ､･そし

てこれまと元動こなYt7-1,1ろうかと思し､ます･

ー●転それ撒て摘Ll.管.Llてす

撞こ0,別席が生細る前に藩命は碑をむ;線路イら挿

し､まま死でした仲間がたくさんし､ろここを､ '走か机､て欲

Lいと思し､ます.

貴命こうして卑金利風二日を和十方t-し､うことLi･(iT-:蒐
-　28　-



のニ1,I.VJ言ってむ)公課負堰削贋,,lbYJuL変わ17　何凱ガマ.

乙自己和Br,i /,J=lこと鳥Jった線,1線斉縛ガ不安がそ})させる

'/1て一す頼｡

撞ええ_ -H,私､7二恥l今.杏翫∫ぞ〟マ′輔畑ナ畑付けZJ

～.I ～.,I , j∴弓､ノノf川㍗告紀,雄藩葦鮎今骨7 ㍗:,hノ施仔細

/｡ ,I LL車掌こてJLl,7　日.lilt/りvl声薮1:jIL;;':p',軌二置けること

告ま1f＼′てL ,i- jj竹､｡

/lF巨,予言てギJ　巨十て甘/引たらよLLか分佃､!,+/fJL､

/=生,'餌席徳,fJに､ルノー′ ｣やゐ薄物敏｢んに､おTUを僚

Lてし皇上告-_して･/di,nl｡
∩

＼

＼ ､､
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●

去る7F]2qEl. j L海遇転奉遷主催の牙12回顛痛患者･障害名

と新物全逓寒倉が､品館の蕃亀顔輪r~1東田丸.の船上て

行+廿中吉L7t l, -轟祉要吉都市晶撃て藷l j合う3JLんTtcn,凍

塞-一一一を/!コーガ-/ I -I /30〔亘､耕二質し＼. ;考上寮余ヒ-/:/17--JiC,7

てー(Tユ

私上竹ま/釦昌や民俗芸能､藷落飾っさ大餌とが碑ガれ

教会を盛り上げまLr-_ q渚免二質し＼こ/-冊ろ人. ′如き抱口ずさ

む人　それぞれIt'Y;車上の爽群がも風に頭わ辛て　′L;し恥二まて船

の猿を寒Lc>l･まLJ二o

友の会てLにの日.医滞講演会を開き　28日CJ患者吏流会と

金J-(･-ビて希を衆-,T2日間を過こしまし告∴

7円28日(土)交埼会-　激u'けランド芹jljL,Lこて

ー●知者内訳

(

公訴　　24急　藩腰to弟弓工別2品

讐脇4品
｡粕川4品｡孝別f名

･滝川日昌　d函館10,a

頑覇の郎合て､自己解イ†淋中,じ､の交流会て･した耕一藩かめて参

加され7こ斉zlP7<.また病気や日常生活にJlいての軍閥なとも

出て.メロやJb＼頒囲気o)中にも交流釦-Jいわしし､内容の充実

し7-1むのて･し7'-i.

-　30



把からほ休講グ鷹し､方.入桝て外泊して参加さ頼各

会のこと､病気のことを知t)たくて勧野付二会壌以外のか/

ど. ,rO是t,の募かがか)二折からの曲解粟正の穣触れ瀦わ

こて腐緒Ejこし＼ヒ,qu.し､まィ｡

海業ェキス配合

轡諾笑い.
シャンプーrj特敏

●.I,;jには瀬狐といわれる`描エキスの配合で溺蛙と毛髪をすこやかに保ち･

41をしなやかに色艶よく洗いしげますo

o-,･ケ･ :'ユ三をとり,し-▲とりしたf)壬やかな洗いJ-･i)で,洗髪後のお=7･･入れ

J'/.抑終,ボディノヤンブ一にも仕えます｡

く+ユーブ入り180g　700円を650円で収′'t;〉 汰 1本につき100円が友の会の

別品に+i:りますo

敬称や地域. /JVループなどて1箱(60本)又は30本樹立で扱って下さると.

ありがたいのですが-

他にも.軒にも飲みやすい,健康茶桝ほうじ刺1本500Fq,如リー医書

≡](1如00円)も技工こいまlo　　　　　　　　　　　蔓

=

-I-お申し込み.お同い合わせは.友の会+務局　　　　　　　　　　　　i

(ft新センター内　長SJJほでo ) N　≦
ー_…一一.…..日..".".L…"..､..".."LLt"."t""､""L≠ヽ肌ⅥⅥ肌Ⅵヽヽ帆ヽ弓

-　3/　-
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/･匪働附--
｢勝原病の診療e)将来は･ ･ ･ I.

-｡¢り>/〈頭1簡掛軸構造解熱ニ1し＼て-oo

●

~●

◇勤医協動傑B:珠病院

内科々豪　中耳舟争乙発生

ワ戸日日甘各新聞の｢免嬉御用へ天jlJ-碑.とが､｢紫後

のナゾ御用･ガン･難病L=応用.とし､う大きな見出しに気万か

れた方如PPL､ことと思､､ます｡対症療法咲升に溶家法が机､

ヒ言わ中てきた私たちの病気て寸が､ニ(成季を菰んて･一ノ蚤V'

光が差しノ込んてきたと感じ7'-3751乙あるてしよう･

7メ咽,マサチュ一七L./＼､ノ工科大孝.刺縁日蓬教授(仰,/F)

をリーダL tl守る研究グループの発見が､ -4本ヒうし､うむので､

私たちの病気ヒどう関連してし_､今のが.ぜひ知り畑＼とし､う会

員からC7)黙し､要望がありまLrこ｡

そこて･.膠原病友e)釦ヒ海道支部の承門医ヒして-日原お世

毒にfJ:1てし､る勤医碗丘珠病晩内科々一役_中耳秀紀先生L I:お

′顧し＼し. 7F]29日-,1上乗合切会場て･ある泉灸連絡船｢∵傍口田

丸.の船室でお藷を伺うここL-Jfり打た. (参加者30着)

医療にたすきわるカニむ薙LL､とし､われ廟ヨ循簿晒し､の

て甘酢患者cn鬼たちにも如､ろようにガみくだしてお笛し下

さったことを.敵勢こまとめてみまし7'こ｡
-　32　-
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朝日打開朝f'J

事例■川　Ilkl女
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ここにお乗りの皆さんは病歴b古く.自分の病気に1し､てよ

くごtl'紐]の号が,971/､と,tf巴.し､銅~ボー利根=教授の研究テ-マJ二

人る繭こ､皆さんの病気の霧から入ってし.さたし､ヒ思し､ます｡

階,第両の帝国のひこ/'L ,:自己免糊があt jま五和蚕こ言え

は　ジェンナーの魔窟の語を思し也14イる方モノ529してしよ十求

薫J17,lJ濁姑二生身か最紅Lってし息襟恩を揮∠∵衝き章魚務戊
GY･11ヽ

耳とうり病気を免れ,右目,_呼びま-dl.

て持　とうLて鬼籍と＼.､う現象が起こるC7,かと言し＼ませL,/ ､

体の中にウイ,JLス1d把の生物が侵入寸jpと抑冬とし＼う乙C;,～.那

･･ -　L I ･･ .:･  I. L､  1　.　二･  ..

気出-〟- 7--1人の捧-if･β擁本がて･3弓1仁　そこ<もう｢み∴

病原体が挿入してF,そことてある蹄如′老嬢由宇Lh･(J二拘了が

病′酔客と露含1′て_これを薬壷化してしま/うのて･す

ご折扉1,WLこの草を耽原相和硫とし､し＼五才｡自己免藤牽蓬

の燭釦二鳥白倉の身体0,77VUl二村Lて､旅体を作ってL召;,の

て乱卑称刀威令とは磁器の.秘養成か月毎舵)や血液鵜切

ことて･/a-｡二十日h =骨相jbJl禿体を自己二抗体ヒ噂tl:ますo --){ :,し

て臣分の棒の内て灘尿抗(相克が起こ廿内儀や血管. tfJ)α

に自由疎や細線-/Jヒ細工滴城か二障害を起こし　その解罪と

して病気がおきることt-Jtります.

勝原病の患者さんの病叡碑分を取って珊べてみると. Ljン

パ痩ヒし､う円fF7,0)JW舵がたくさん集nてし＼ます.リンパ軌租
-　34　-



液の中を流れてLlるのて､すが.生体内-71細菌㌔つ,( JLスの倭人

と麿っ7-,J)し-上乗務G,;,走を姫ってし､ま1.そのし) -/バ挽こβ

細紀とT細腔と励頼るものが釦甘す｡

二_=から欄に入ってし､く款て守が鯛月餌細菌-o傾

聴(ま再希薄をや〔/〕し十番紬春宵乍るのに打L T寵動まβ

藩Frf;'7,衝きゼBか1-7-A )頻えたけする他. I/'Bj描餌鹿妻軌il

LT-J)L銅q B細紅1潮とL,-も緬に杭裸招断るアン●-

ティtLなる賓客射レセブタ- )を[こくさん捧-てし､離す･ a

繍艦の受容執ゴ､免揮グロブりンヒし､う粛鋼のZ,のてあるこ

ェ仰ガイて㌧宜したがT細腔C73窄黍挽まされめて骨がソ1/7/

i/､7-刺二分和灘しく､正体を旗めてし＼ませんてLT--それを

塞マサ-i,-ユー七､ソ､ソ工科大草細腰川東婿の研究グルー7ob明

Lちかにしたのて一寸.

僻原病欄漆のあるのはこの丁禍色の方てす｡丁翻巳の更

客体･Liα(?)L7b) tβ (小タ)の2っの動＼らて･さてし､ると●

され　βの動ま/今風舜国tlか仲の尊者が解明しTこのて耳が･

利剛毅終れ一プが糾し7-J7'L減るむう一勧銀の礎縫て･

て髄軌こその梨遭盲鵜示するヒトの過云%bノかゎ＼っ7-P,てす･

丁額腔の受容体ヒし＼って.斬､ピンとくるん九､机､ヒ置し､ま

寸軒まあ抗原を銘歓するアンテナ枇雪､ってし､Ltと思し､ます･

その1禰払直径しま約志水nで.その素敵勃J万価の受

容路か異相てしせ寸.確の受容如αβ顔の巌･舶骨
-　35　-



ほとちらe, 4拓数千. otP鎖ともに不卿介ヒ可初物､らガ

リL β鰯との苧容体と′よく似てしlることも釦＼っ-[てそうて守.

L7'二林､1て. α , β鎖の採乳の産し､び円らカ＼になるて.しよう.

免壕システムC7)かなれ-諾ってし､ゐ11細腔U)受容拝の補産が

明られこち＼っ7こと/し＼うニヒしま､略綬を一雄昇りつめた1言えま

す転このここによって.丁細舵が何万後ろの耗殊を知和旬て

とうし′､う解7･哉別してし､るのか､といった問題が解決却頼f
･●藤袴病の原因を砕綱ろ上で.大きなステ､ソ九,/る茅l碑達

し＼なく.その軌ま毒療法を確立する上で乙香義のあ癖すが

万<L･lて卿の冶解法が網終されるt)のてLJff< ､るケL,tL時

間,がI頗て寸のて･.それまて･省さん方はこれメ上病気を舟′とさ

せオ上気軌湘し鋤rら鼻生しましょうq

･●
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動産光押合僻)勢足

右.7}t刑事予をご落下か､

これて宣再解凍前夜仇象

北海道文部U'控正郎金飯称)

が,kEgl.卜北見帯広.商館.

乳燦に淡い7- 6姥己とこなり

1-1した.

まl U　で　し　4;で　のれ

夏の度し＼iE海痘ですが今.素意1感t),令弟の境線如何

お過ごしてL耳か.農さのた釦鯛を崩されてし､る方bL､らっ

しゆる0)て･ばと.達し､釧路Jl)案じております

6榊集金7LLJ→柑再卸勧賦7-LTこDヒてる看賓表出邑+ i

ごさせて戴ききし7二孝をJJLよりお礼申し上げます.

雌の姫互の方坐､ら蛇田橡の諸動の席子をお節きし-愈

発起. 1働虹て寸<了英と部会発足草庵委項金(会負_勉贋

子･漉き桝＼裸子の両名).を毅立.邦適磯節到､さく剰関して

の.点者終くつ･[牌を間熔致し音した.

釣果がありまLて　何とIO教患bの方々から麹各をし､/-J-lLさ

ました.
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フ月８日に子後!時よりオj回岳洽を示内邨廓茅店で将ベツび

ド川

　

フ石づ工席貧しか……ｧこ｡･,公ヽの運営才沃啓を白ごにづ恂

気の浪司厄爪に氷特つ悩み苦しみをﾈ伴圧の､ざ二ちなｙﾑﾚな

く、２好研和rTわ八(て話|……,合ヽuヽまCづ“n。

　

そ伺氷当日にj参合犬に席付心牡った方がら、｢ぜかず会

ヽ.ﾉ･､ﾉﾀﾞｰヽ､.ヽ.jy

レンう力ブ縦マ石急が尊り回士/乙貪のあ/ﾉ首を説明レ乃ケ

几てﾚ蛮の追珊良會と(ｱ)參告を孜しましたどこ

〈逓剛旦当岩〉渡部小夜子

　　　　　　

釧幹
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-･t･tE...･-.･1万･･. t=こ:.-LI-:- Jl-

由ぬaCO E]-夢-
.-二つ措一一召a･1=三一一-■1-･･･由･/ATIt･Ⅶ･

_-ij･:._ _I･･･:商工Il')

粛啓新緑一滴ヒなりれた.創動二机優しし､冬てした

が拭家風まこれが晶ま-･&し､し＼季節と節子鯛が･皆兼か

動っ日=ざし､ません灯

し､〔む餌絶お動し､たたきありがとうござし＼ます4妾紳

ニュ/雫をし17-j-:く風二蕗の流柏しみじみと威じます｡

友の会成定の原と社斜大勢纏わりれT-jgtさんが者

L Lやにも.吏流の齢を広げ.喜びをかみLdlること一がて.チ

る-碑を碑たれることを承1ておりまi･

総合を虎えてごみ忙tfこじヒ存じますが･ご自愛の上･実

L)ある,iJ'hL%ヒ棄LL､交流の一夜を過ごされ子守ニt:を. /LIか

ら祈って釦ま1･　　　(鍋/7日) ●-

北賢帝　ノ加終禎31

今のと_ころ雨にもれです･動印に乙卸す斉酪-Jすま

れて･t,元気て-おり官省.皮い季節になL)iすので･何がし

ょぅヵー批思し､Lまじd,てしすす･盛飢=招6-I)致します･

線其々晒白壁15～31声吸　(紺7日)



_亘:_房::"･:∴一二一-I-王･ 〕

兄兄の街b粁っと春めいて参Ljました.

私乙私有3年日を迎えまLたが.当時t:あか)賓化なく.

健康九人と全く変わり机＼日常生活を迷1ておりま寸.

解合琴に｢風ま出席したく鷹1ているのて.弓が､ 3人C7',,e､

子逆の愛校の弁当が動ノますので､家を匪折ることがて､さす

-●　残食て-れ

蕃務希の方濠にほし＼つむお世話L -JJり.疋よL)戚軒数Lて
I

おり子守.　　　　　　　　　　　　　(吉日27日)

札幌市　君田　美章

元気子Ll一ス// 3月20軌二番事3.2509-の女の子を出産!./

右前Lft智子.デえ　今は育児と二大にLC;毎日なのて､.今回

し拍休みしま耳｡又.今夜皆さんにお会し＼したし､てLl.私も
'●　割紫乙元気て耳.　　　　　　(5,月/6日)

おめてLヒうござし､召す.今)乳まみtcL,さん7Lt顔を見

せて下さろのを楽しみにしてし弓寸｡

帯広市　浦野和子

新しし､土地て伸び伸びと元気にxP lてLL才一す∴検査結果5
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上t,て､､産別茄担当直に笈の合の孝をチう､ソヒ寄し/てき%L/

た｡

逐疎LL＼伽瀕してウロウロしてし＼ます｡ (5Fli30日)

毎夏=垂車重ヨ

II5-叩-露与ヒ巨Jr Jrfi持ての新た頭和過ごしてし戊

耳｡宴紳てこの方本番と碑のなし､あてLたが･瀞にブ㌧　●て

Jレがでさ7二の七線こ仕事が終わ1-(から週日風日朝ほ

どL･7働<)通し蘭dlれた.まだ3度E]々つ/-, VL7トが驚<ff

く-Jtl /-二ここ1,て万が∴永げ'E7,ようL--:I･r路-iて- ｡海船首

月薬理てILようから.ゼdTてプ一,Lて凍る夜を衆しみたし＼ヒ

臥ま且　　　　　　　　　　( 5-月28日)

/JUl　簡

牌it)ロ醜適宜さ頼し＼鯛･斉し､･イ々シンガー●<

に生まれししてし､ろので痛くてf/凍みてt,食べてはLl調

のて､病動産象してし､て.内科て､乙声鮮匝乙使新斗て引ま

め細てし､ます.ステロイド入L)軟こうの他こ･よし･方法が

あったらお教え下さし､･

御感食を寿両弱.　　　　　( 6円-25-E] )

どなたか良し､方法がありましたらご-報を
-　4/　-



事務局から⑩お知らせ

　

☆御妬

　

ミｏｏ〔:〕円心

　

石フ弓○円じ

　

&000円也

(0.000円也

/び::wo円也

口口ありがとうござ七ヽました，口口

　　　　　　　　　

(S59. 7.29現在）

●☆新ｃく入会司謙７す．

　　　

・小野寺智子さん　CSLE. S46.８.1生）

　　　　　

函影

　　　

・入江奈緒子ぺ． (ＳＬＥ .　Ｓ２ｅ.９.f9生）

　　　　　

安岡肺

-．ﾐ=ニ．･ ｆ２



・井上トメ ざん
（シこーブレン症候傑　　Ｓワ工!宕生）

。琳波ぎみ孔バ強皮軋

　

ｓ６２／９生）

・中川芳タエ４（リウマチＳ　７. ７.ば）生）

　　

釧路市

・山下美紀４（弘己

　

Ｓ伴吽一心、２９生）

　　

杞罷守西区

・瀬賀史子ぺ（ＳＬ巳．　Ｓ３レ乱12生）

　　

札幌市省平区

　　　

りりよろしくお願いヽだしｊすり(ご)

☆住所変更郵八方マす

　　

・高松美知子４

　　　　

前誇F西区

　　

．岩井君子４

　　　　

鴻姉

-

；、｜



例年に机､屠さが続し-てし､る中で. 4,1と原痛p＼そろし､

ました｡

今考Li.支額礁合の好の交流会を申LILi二_励好子行,/わ

折こ合埴集合.剣鰍碑余イ埴薪)密足の二ュ-スヒ盛

〟.;犬山の内象て･一す.

威壕保険の己文意が正めて国会マイ釆足し.公債象才旦別席の

見直しのあさがある中7･永遠乙頁剣L:友の/会Ⅵ将来につ

いて考え,淳軌凍り勉んて.LlかtJLすれまltfLbなし､ヒ照っ

てLlます｡

杏節碩hLJ軌渦-l軍の7lL, ′欄に乗β＼迂葱L7

お過ごしてさし､｡ (こ)

追伸

釧路.私慣て屠蘇講演会を予定してし､ます

詳LL､こt:については. ,/#てf3知ら七しま一寸｡
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